
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 新居浜工業高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

機械工学科   

７ 

 ７ ７  

電気情報工学科    ７ ７  

電子制御工学科    ７ ７  

生物応用化学科    ７ ７  

環境材料工学科    ７ ７  

生産工学専攻 
(機械工学コース) 

  

４ 

８ １２ ７  

生産工学専攻 
(環境材料工学コース) 

  ６ １０ ７  

生物応用化学専攻   ９ １３ ７  

電子工学専攻   ６ １０ ７  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
学校ＨＰにて公表 

・機械工学科 
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=40&department_id=13&year=2019&lang=ja 
・電気情報工学科 
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=40&department_id=14&year=2019&lang=ja 

・電子制御工学科 
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=40&department_id=15&year=2019&lang=ja 

・生物応用化学科 
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=40&department_id=16&year=2019&lang=ja 

・環境材料工学科 
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=40&department_id=17&year=2019&lang=ja 

・生産工学専攻(機械工学コース) 

https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=40&department_id=13&year=2019&lang=ja


  

https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=40&department_id=31&year=2019&lang=ja 

・生産工学専攻(環境材料工学コース) 
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=40&department_id=32&year=2019&lang=ja 

・生物応用化学専攻 
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=40&department_id=33&year=2019&lang=ja 

・電子工学専攻 
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=40&department_id=34&year=2019&lang=ja 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 新居浜工業高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.kosen-k.go.jp/Portals/0/upload-

file%20folder/02_%E4%BA%BA%E4%BA%8B/NewFolder/yakuinmeibo(20200401).pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 熊本大学長 
2016 年 4 月 1 日～

2024 年 3月 31 日 
理事長 

常勤 
豊橋技術科学大

学理事・副学長 

2020 年 4 月 1 日～

2022 年 3月 31 日 

研究・産学連携 

情報システム 

非常勤 東京大学教授 
2014 年 4 月 1 日～

2022 年 3月 31 日 
男女共同参画推進 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 新居浜工業高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表してい

ること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画書（シラバス）作成にあたっては、授業担当者及び関係分野の教員を中心に見

直し・改善、作成を行い、学科におけるシラバス検討委員会での審議を経て、年度末ま

でに授業内容・授業計画を確定している。 

シラバスの公表は、次年度 4月 1日に行っている。 

授業計画書の公表方法 
学校 HP にて公表 
https://syllabus.kosen-

k.go.jp/Pages/PublicDepartments?school_id=40 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

本科 

 各学生の学修成果に基づき、「本校学業成績評価等に関する規程」における成績評価

等の方法により、厳格かつ適正に単位認定を行っている。 

・成績は、授業科目ごとにシラバスに基づき、定期試験の成績その他を総合して 100 点

法で評価する。 

・学年成績は、学期成績を総合して評価する。 

・学年成績は、優・良・可・不可とし、次の区分による。 

優 80 点以上 

良 65 点以上 80 点未満 

可 60 点以上 65 点未満 

不可 60 点未満 

 

専攻科 

各学生の学修成果に基づき、「本校専攻科の授業科目の履修等に関する規程」にお

ける成績の評価等の方法により、厳格かつ適正に単位認定を行っている。 

・成績は、授業科目ごとにシラバスに基づき、規定する試験の成績その他を総合し

て100点法で評価する。 

・成績の評価は、次の区分によるものとする。 

Ａ 80点以上 

Ｂ 70点以上80点未満 

Ｃ 60点以上70点未満 

Ｄ 60 点未満 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



  

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績は、授業科目ごとに定期試験の成績その他を総合して 100 点法で評価し、授業

科目ごとに平均点を算出。 

 学生の全履修科目の合計点から平均点を計上し、順位を決定している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

成績評価の方法が記載された履修要覧を新年度当初に全学

生に配布している。定期試験の成績と指標（平均点、順位）

算出については、試験終了ごとに学生及び保護者に通知し、

十分な周知を行っている。 

学校ＨＰにて公開 
http://www.off.niihama-

nct.ac.jp/kyoumu/nyugaku/shugaku_new.html  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 
本科 

新居浜高専は、学則に掲げた教育上の目的を達成するため、所定の在学期間において、所属学科の定める工学基

礎知識、専門知識、問題解決能力、教養、コミュニケーション能力、社会性を身につけ、所定の単位を修得した学

生に卒業を認定します。 

 

（1）機械工学科 

A.工学基礎知識：機械工学分野の知識を学ぶために必要な数学、自然科学などの基礎知識を身につけている。 

B.専門知識：機械工学分野に関する専門知識と技術を身につけている。 

C.問題解決能力：ものづくりを通して得られるデザイン能力を活用し、問題解決に取り組める。 

D.教養：豊かな教養を持ち、正しい倫理観を身につけ、技術が社会や自然環境に及ぼす影響に配慮できる。 

E.コミュニケーション能力：自分の考えを論理的に他人に伝達できるとともに、英語によるコミュニケーション

の基礎を身につけている。 

F.社会性：キャリア教育や課外活動を通じて自主性、責任感、公共心を身につけている。 

 

（2）電気情報工学科 

A.工学基礎知識：電気・情報・通信分野の知識を学ぶために必要な数学、自然科学などの基礎知識を身につけてい

る。 

B.専門知識：電気・情報・通信分野に関する基本的な知識と技術を身につけている。 

C.問題解決能力：電気・情報・通信分野に関して身につけた基本的な知識と技術を活用し、問題解決に取り組め

る。 

D.教養：豊かな教養を持ち、正しい倫理観を身につけ、技術が社会や自然環境に及ぼす影響に配慮できる。 

E.コミュニケーション能力：自分の考えを論理的に他人に伝達できるとともに、英語によるコミュニケーション

の基礎を身につけている。 

F.社会性：キャリア教育や課外活動を通じて自主性、責任感、公共心を身につけている。 

 

（3）電子制御工学科 

A.工学基礎知識：電子制御に関連する工学技術を学ぶために必要な数学、自然科学などの基礎知識を身につけて

いる。 

B.専門知識：電子制御に関連する専門知識と技術を身につけている。 

C.問題解決能力：電子制御に関連する知識と技術を活用し、問題解決に取り組める。 

D.教養：豊かな教養を持ち、正しい倫理観を身につけ、技術が社会や自然環境に及ぼす影響に配慮できる。 

E.コミュニケーション能力：自分の考えを論理的に他人に伝達できるとともに、英語によるコミュニケーション

の基礎を身につけている。 

F.社会性：キャリア教育や課外活動を通じて自主性、責任感、公共心を身につけている。 

 

(4）生物応用化学科 

A.工学基礎知識：応用化学、生物工学を学ぶために必要な数学、自然科学などの基礎知識を身につけている。 

B.専門知識：応用化学、生物工学に関する専門知識と技術を身につけている。 

C.問題解決能力：身につけた専門知識と技術を継続的に向上させ、応用化学や生物工学の課題を発見し、問題解決

に活用することができる。 

D.教養：豊かな教養を持ち、正しい倫理観を身につけ、技術が社会や自然環境に及ぼす影響に配慮できる。 

E.コミュニケーション能力：自分の考えを論理的に他人に伝達できるとともに、英語によるコミュニケーション

の基礎を身につけている。 

F.社会性：キャリア教育や課外活動を通じて自主性、責任感、公共心を身につけている。 

 

（5）環境材料工学科 

A.工学基礎知識：材料工学の知識を学ぶために必要な数学、自然科学などの基礎知識を身につけている。 

B.専門知識：環境との調和を考慮した材料に関する専門知識と技術を身につけている。 

C.問題解決能力：専門知識を活用し、問題解決に向けて自主的に考えることのできる実践的な応用能力を身につ

けている。 

D.教養：豊かな教養を持ち、正しい倫理観を身につけ、技術が社会や自然環境に及ぼす影響に配慮できる。 

E.コミュニケーション能力：自分の考えを論理的に他人に伝達できるとともに、英語によるコミュニケーション

の基礎を身につけている。 

F.社会性：キャリア教育や課外活動を通じて自主性、責任感、公共心を身につけている。 

 

専攻科 

新居浜高専専攻科は、学則に掲げた専攻科の目的を達成するため、所定の在学期間において、以下に定める工学

基礎知識、専門知識、問題解決能力、教養、コミュニケーション能力を身につけ、所定の単位を修得した学生に修

了を認定します。 

A．工学基礎知識：数学、自然科学、情報技術の知識を修得し、それらを専門分野の理解に応用できる。 

B．専門知識：専門分野の知識・技術を修得し、それらを応用する能力を身につけている。 

C．問題解決能力：専門分野の知識を活用して、課題発見と問題解決に向けて自主的に考え、他者と協働して計画

を立案・実行できる。 

D．教養：豊かな教養と正しい倫理観を持ち、技術が社会や自然環境に及ぼす影響に配慮できる多面的思考力を身

につけ、技術者としての責任を自覚できる。 



  

E．コミュニケーション能力：日本語による論理的な文章表現力・プレゼンテーション力及び国際的なコミュニケ

ーションを円滑に行うための基礎となる英語理解力・表現力を身につけている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

学校 HP にて公表している。 
http://www.niihama-

nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/diplomapolicy/ 

http://www.niihama-

nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/diplomapolicy-s/ 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 新居浜工業高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/documents/zaimusyohyoH30.pdf 

収支計算書又

は損益計算書 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/documents/zaimusyohyoH30.pdf 

財産目録  

事業報告書 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/information/H30jigyohokokusho1.pdf 

監事による監

査報告（書） 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/information/kanjiikenH30.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 
単年度計画（名称：独立行政法人国立高等専門学校機構の年度計画 対象年度：令和 2年

度） 

公表方法：https://www.kosen-k.go.jp/Portals/0/resources/information/nendo-R2.pdf 

中長期計画（名称：独立行政法人国立高等専門学校機構の中期計画 対象年度：平成 31 年

（2019 年）4月 1日から令和 6年（2024 年）3月 31 日まで） 

公表方法： 

https://www.kosen-k.go.jp/Portals/0/resources/information/chuukikeikaku-4th.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：学校ＨＰにて公表している。 

http://www.niihama-nct.ac.jp/public/plan/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 機械工学科 

教育研究上の目的（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.off.niihama-nct.ac.jp/shomu-a/kisoku-html/gakusoku.pdf 

http://www.niihama-nct.ac.jp/public/kyouikujohotop/kyouikujoho1/ 

（概要） 

本校の目的 （学則第１条） 

本校は、教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教

授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

本科における教育上の目的 （学則第７条の３） 

エネルギー・流れ、計測・制御、構造・材料、設計・加工及びデジタルエンジニアリング

の各分野を柱として、エンジニアリングデザイン能力とコミュニケーション能力を身につ

け、社会に貢献できる技術者を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 
http://www.niihama-nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/diplomapolicy/ 

（概要） 

新居浜高専は、学則に掲げた教育上の目的を達成するため、所定の在学期間において、

所属学科の定める工学基礎知識、専門知識、問題解決能力、教養、コミュニケーション能

力、社会性を身につけ、所定の単位を修得した学生に卒業を認定します。 

A.工学基礎知識：機械工学分野の知識を学ぶために必要な数学、自然科学などの基礎知識

を身につけている。 

B.専門知識：機械工学分野に関する専門知識と技術を身につけている。 

C.問題解決能力：ものづくりを通して得られるデザイン能力を活用し、問題解決に取り組

める。 

D.教養：豊かな教養を持ち、正しい倫理観を身につけ、技術が社会や自然環境に及ぼす影

響に配慮できる。 

E.コミュニケーション能力：自分の考えを論理的に他人に伝達できるとともに、英語によ

るコミュニケーションの基礎を身につけている。 

F.社会性：キャリア教育や課外活動を通じて自主性、責任感、公共心を身につけている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/curriculumpolicy/ 

（概要） 

卒業認定の方針に掲げる知識・技術を修得させるために、各専門学科の方針に基づきカ

リキュラムを編成し、教育を実施します。 

（カリキュラム編成の方針） 

・技術者として必要な幅広い教養と倫理観を身につけるため、一般科目として、国語、社

会、数学、理科、保健体育、芸術、外国語などの科目を配置する。 

・機械系技術者として必要な専門知識や技術を身につけるため、専門科目として、材料力

学、機械力学、水力学、熱力学などの科目を配置する。 

・低学年から高学年に進むにつれて、基礎的な知識から専門的かつ高度な知識や技術を身

につけることができるよう、一般科目と専門科目をバランスよく配置する。 

・創造力、問題解決能力を育むため、設計製図、創造設計製作、工学実験などの実験・実

習科目を配置する。 

・論理的思考力、コミュニケーション力などの汎用的能力を身につけるため、卒業研究な

どの科目を配置する。 

・国際的なコミュニケーション能力を身につけるため、英語科目を各学年に配置する。 

・広く実社会における体験活動を行い、自主性、責任感、公共心を身につけ、幅広い職業

観を持つことができるよう、学外研修やインターンシップなどを取り入れる。 

（実施の方針）※全学科共通 



  

・１単位当たりの授業時間数は、90 分×15 回を標準とする。 

・多様な授業形態や自学自習の教育効果を考慮し、自学自習を含めて１単位当たり 45 時間

の学修を必要とする「学修単位科目」を、第４学年及び第５学年の主要科目に配置する。 

・各授業科目の到達目標、授業概要、成績評価方法をシラバスに明示し周知する。 

・成績評価は、シラバスに明示した評価方法に基づき厳格に行う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/entrance/junior-high-school-2/ 

（概要） 

本校の教育の基本方針は、「学びと体験を通じて、未来を切り拓く知恵と行動力を持っ

た信頼される技術者を育てる。」です。この教育方針に基づいた教育目標を以下のように

定めています。 

１） 体験教育を通して、自主性、責任感及び自己学習能力を養う。 

２） 課題発見と問題解決のための確かな知識、豊かな感性及び実践力を養う。 

３） 豊かな教養と技術者としての倫理観を養い、社会に貢献できる広い視野を育む。 

本校において、これらの教育目標を達成することができる資質を有している学生の選抜

を目的とし、推薦による選抜、学力による選抜及び帰国子女特別選抜を行います。 

推薦選抜においては、在籍中学校長が責任を持って推薦でき、本校の教育を受けるのに必

要な素養と基礎学力を有している人を選抜するため、推薦書、調査書及び自己申告書を評

価するとともに、目的意識・学習意欲・適性などに関する面接と口頭試問を行い、その結

果を総合的に評価します。 

学力選抜においては、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有している人を

選抜するため、調査書を評価するとともに、学力検査を行い、その結果を総合的に評価し

ます。 

帰国子女特別選抜においては、豊かな海外経験を持ち、本校の教育を受けるのに必要な

素養、基礎学力及び日本語能力を有している人を選抜するため、調査書を評価するととも

に、学力検査、作文による検査及び面接を実施し、その結果を総合的に評価します。 

具体的には、次のような学生を求めています。 

・数学や理科が好きで、将来技術者になりたいと考えている人 

・物を作ったり、実験したりすることが好きな人 

・中学校の学習内容を身につけている人 

・目標の実現に向かって絶えず工夫し、着実に努力できる人 

・ルールや約束を守ることができ、協調性や思いやりのある人 

さらに、機械工学科では次のような学生を求めています。 

・物のしくみに興味を持ち、楽しく「ものづくり」ができる人 

・学んだことを活かして、積極的に「ものづくり」ができる人 

・アイデアを出し合って、協力して「ものづくり」ができる人 

 
学部等名 電気情報工学科 

教育研究上の目的（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.off.niihama-nct.ac.jp/shomu-a/kisoku-html/gakusoku.pdf 

http://www.niihama-nct.ac.jp/public/kyouikujohotop/kyouikujoho1/ 

（概要） 

本校の目的 （学則第１条） 

本校は、教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教

授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

本科における教育上の目的 （学則第７条の３） 

電気エネルギー・情報通信・コンピュータ等に関する十分な基礎的・専門的知識ととも

に正しい倫理観を身につけ、幅広い分野において創造性やコミュニケーション能力を発揮

できる技術者を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/diplomapolicy/ 

（概要） 

新居浜高専は、学則に掲げた教育上の目的を達成するため、所定の在学期間において、



  

所属学科の定める工学基礎知識、専門知識、問題解決能力、教養、コミュニケーション能

力、社会性を身につけ、所定の単位を修得した学生に卒業を認定します。 

A.工学基礎知識：電気・情報・通信分野の知識を学ぶために必要な数学、自然科学などの

基礎知識を身につけている。 

B.専門知識：電気・情報・通信分野に関する基本的な知識と技術を身につけている。 

C.問題解決能力：電気・情報・通信分野に関して身につけた基本的な知識と技術を活用し、

問題解決に取り組める 

D.教養：豊かな教養を持ち、正しい倫理観を身につけ、技術が社会や自然環境に及ぼす影

響に配慮できる。 

E.コミュニケーション能力：自分の考えを論理的に他人に伝達できるとともに、英語によ

るコミュニケーションの基礎を身につけている。 

F.社会性：キャリア教育や課外活動を通じて自主性、責任感、公共心を身につけている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/curriculumpolicy/ 

（概要） 

卒業認定の方針に掲げる知識・技術を修得させるために、各専門学科の方針に基づきカ

リキュラムを編成し、教育を実施します。 

（カリキュラム編成の方針） 

・技術者として必要な幅広い教養と倫理観を身につけるため、一般科目として、国語、社

会、数学、理科、保健体育、芸術、外国語などの科目を配置する。 

・電気・情報・通信技術者として必要な専門知識や技術を身につけるため、専門科目とし

て、回路理論、電磁気学、プログラミング、通信工学などの科目を配置する。 

・低学年から高学年に進むにつれて、基礎的な知識から専門的かつ高度な知識や技術を身

につけることができるよう、一般科目と専門科目をバランスよく配置する。 

・第４学年からは、電気工学、情報工学に関する専門性の高い知識や技術を身につけるた

め、コース制をとり、コース別の科目を配置する。 

・創造力、問題解決能力を育むため、電気情報実習、電気情報工学実験などの実験・実習

科目を配置する。 

・論理的思考力、コミュニケーション力などの汎用的能力を身につけるため、卒業研究な

どの科目を配置する。 

・国際的なコミュニケーション能力を身につけるため、英語科目を各学年に配置する。 

・広く実社会における体験活動を行い、自主性、責任感、公共心を身につけ、幅広い職業

観を持つことができるよう、学外研修やインターンシップなどを取り入れる。 

（実施の方針）※全学科共通 

・１単位当たりの授業時間数は、90 分×15 回を標準とする。 

・多様な授業形態や自学自習の教育効果を考慮し、自学自習を含めて１単位当たり 45 時間

の学修を必要とする「学修単位科目」を、第４学年及び第５学年の主要科目に配置する。 

・各授業科目の到達目標、授業概要、成績評価方法をシラバスに明示し周知する。 

・成績評価は、シラバスに明示した評価方法に基づき厳格に行う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/entrance/junior-high-school-2/ 

（概要） 

本校の教育の基本方針は、「学びと体験を通じて、未来を切り拓く知恵と行動力を持っ

た信頼される技術者を育てる。」です。この教育方針に基づいた教育目標を以下のように

定めています。 

１） 体験教育を通して、自主性、責任感及び自己学習能力を養う。 

２） 課題発見と問題解決のための確かな知識、豊かな感性及び実践力を養う。 

３） 豊かな教養と技術者としての倫理観を養い、社会に貢献できる広い視野を育む。 

本校において、これらの教育目標を達成することができる資質を有している学生の選抜

を目的とし、推薦による選抜、学力による選抜及び帰国子女特別選抜を行います。 

推薦選抜においては、在籍中学校長が責任を持って推薦でき、本校の教育を受けるのに必

要な素養と基礎学力を有している人を選抜するため、推薦書、調査書及び自己申告書を評

価するとともに、目的意識・学習意欲・適性などに関する面接と口頭試問を行い、その結



  

果を総合的に評価します。 

学力選抜においては、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有している人を

選抜するため、調査書を評価するとともに、学力検査を行い、その結果を総合的に評価し

ます。 

帰国子女特別選抜においては、豊かな海外経験を持ち、本校の教育を受けるのに必要な

素養、基礎学力及び日本語能力を有している人を選抜するため、調査書を評価するととも

に、学力検査、作文による検査及び面接を実施し、その結果を総合的に評価します。 

具体的には、次のような学生を求めています。 

・数学や理科が好きで、将来技術者になりたいと考えている人 

・物を作ったり、実験したりすることが好きな人 

・中学校の学習内容を身につけている人 

・目標の実現に向かって絶えず工夫し、着実に努力できる人 

・ルールや約束を守ることができ、協調性や思いやりのある人 

さらに、電気情報工学科では次のような学生を求めています。 

・電気エネルギーを作ることや利用することに興味のある人 

・携帯電話などの情報通信システムに興味のある人 

・コンピュータの仕組みやプログラミングに興味のある人 

 
学部等名 電子制御工学科 

教育研究上の目的（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 
http://www.off.niihama-nct.ac.jp/shomu-a/kisoku-html/gakusoku.pdf 

http://www.niihama-nct.ac.jp/public/kyouikujohotop/kyouikujoho1/ 

（概要） 

本校の目的 （学則第１条） 

本校は、教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教

授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

本科における教育上の目的 （学則第７条の３） 

電気・電子・情報分野の幅広い専門知識とともに、自然科学の基礎知識及び豊かな教養と

倫理観を身につけ、社会の要請を的確に把握して、様々な分野で社会に貢献できる技術者

を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/diplomapolicy/ 

（概要） 

新居浜高専は、学則に掲げた教育上の目的を達成するため、所定の在学期間において、

所属学科の定める工学基礎知識、専門知識、問題解決能力、教養、コミュニケーション能

力、社会性を身につけ、所定の単位を修得した学生に卒業を認定します。 

A.工学基礎知識：電子制御に関連する工学技術を学ぶために必要な数学、自然科学などの

基礎知識を身につけている。 

B.専門知識：電子制御に関連する専門知識と技術を身につけている。 

C.問題解決能力：電子制御に関連する知識と技術を活用し、問題解決に取り組める。 

D.教養：豊かな教養を持ち、正しい倫理観を身につけ、技術が社会や自然環境に及ぼす影

響に配慮できる。 

E.コミュニケーション能力：自分の考えを論理的に他人に伝達できるとともに、英語によ

るコミュニケーションの基礎を身につけている。 

F.社会性：キャリア教育や課外活動を通じて自主性、責任感、公共心を身につけている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/curriculumpolicy/ 



  

（概要） 

卒業認定の方針に掲げる知識・技術を修得させるために、各専門学科の方針に基づきカ

リキュラムを編成し、教育を実施します。 

（カリキュラム編成の方針） 

・技術者として必要な幅広い教養と倫理観を身につけるため、一般科目として、国語、社

会、数学、理科、保健体育、芸術、外国語などの科目を配置する。 

・電子制御に関連する分野の技術者として必要な専門知識や技術を幅広く身につけるた

め、専門科目として電気工学、電子工学、制御工学、情報工学、ロボット工学などの分野

の科目を配置する。 

・低学年から高学年に進むにつれて、基礎的な知識から専門的かつ高度な知識や技術を身

につけることができるよう、一般科目と専門科目をバランスよく配置する。 

・創造力、問題解決能力を育むため、基本的な実験・実習科目に加え、課題解決型の実験・

実習科目を配置する。 

・論理的思考力、コミュニケーション力などの汎用的能力を身につけるため、工学基礎研

究、卒業研究などの科目を配置する。 

・国際的なコミュニケーション能力を身につけるため、英語科目を各学年に配置する。 

・広く実社会における体験活動を行い、自主性、責任感、公共心を身につけ、幅広い職業

観を持つことができるよう、学外研修やインターンシップなどを取り入れる。 

（実施の方針）※全学科共通 

・１単位当たりの授業時間数は、90 分×15 回を標準とする。 

・多様な授業形態や自学自習の教育効果を考慮し、自学自習を含めて１単位当たり 45 時間

の学修を必要とする「学修単位科目」を、第４学年及び第５学年の主要科目に配置する。 

・各授業科目の到達目標、授業概要、成績評価方法をシラバスに明示し周知する。 

・成績評価は、シラバスに明示した評価方法に基づき厳格に行う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/entrance/junior-high-school-2/ 

（概要） 

本校の教育の基本方針は、「学びと体験を通じて、未来を切り拓く知恵と行動力を持っ

た信頼される技術者を育てる。」です。この教育方針に基づいた教育目標を以下のように

定めています。 

１） 体験教育を通して、自主性、責任感及び自己学習能力を養う。 

２） 課題発見と問題解決のための確かな知識、豊かな感性及び実践力を養う。 

３） 豊かな教養と技術者としての倫理観を養い、社会に貢献できる広い視野を育む。 

本校において、これらの教育目標を達成することができる資質を有している学生の選抜

を目的とし、推薦による選抜、学力による選抜及び帰国子女特別選抜を行います。 

推薦選抜においては、在籍中学校長が責任を持って推薦でき、本校の教育を受けるのに必

要な素養と基礎学力を有している人を選抜するため、推薦書、調査書及び自己申告書を評

価するとともに、目的意識・学習意欲・適性などに関する面接と口頭試問を行い、その結

果を総合的に評価します。 

学力選抜においては、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有している人を

選抜するため、調査書を評価するとともに、学力検査を行い、その結果を総合的に評価し

ます。 

帰国子女特別選抜においては、豊かな海外経験を持ち、本校の教育を受けるのに必要な

素養、基礎学力及び日本語能力を有している人を選抜するため、調査書を評価するととも

に、学力検査、作文による検査及び面接を実施し、その結果を総合的に評価します。 

具体的には、次のような学生を求めています。 

・数学や理科が好きで、将来技術者になりたいと考えている人 

・物を作ったり、実験したりすることが好きな人 

・中学校の学習内容を身につけている人 

・目標の実現に向かって絶えず工夫し、着実に努力できる人 

・ルールや約束を守ることができ、協調性や思いやりのある人 

さらに、電子制御工学科では次のような学生を求めています。 

・エレクトロニクス、情報処理、制御に関する分野を幅広く学習したい人 



  

・ものづくりやロボットづくりの技術に興味のある人 

・コンピュータやインターネットの分野に興味のある人 

 
学部等名 生物応用化学科 

教育研究上の目的（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 
http://www.off.niihama-nct.ac.jp/shomu-a/kisoku-html/gakusoku.pdf 

http://www.niihama-nct.ac.jp/public/kyouikujohotop/kyouikujoho1/ 

（概要） 

本校の目的 （学則第１条） 

本校は、教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教

授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

本科における教育上の目的 （学則第７条の３） 

化学と生物工学に関する専門知識に加えて、地球環境問題や技術者倫理についても高い意

識を持ち、生産現場のリーダーとなることができる技術者を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/diplomapolicy/ 

（概要） 

新居浜高専は、学則に掲げた教育上の目的を達成するため、所定の在学期間において、

所属学科の定める工学基礎知識、専門知識、問題解決能力、教養、コミュニケーション能

力、社会性を身につけ、所定の単位を修得した学生に卒業を認定します。 

A.工学基礎知識：応用化学、生物工学を学ぶために必要な数学、自然科学などの基礎知識

を身につけている。 

B.専門知識：応用化学、生物工学に関する専門知識と技術を身につけている。 

C.問題解決能力：身につけた専門知識と技術を継続的に向上させ、応用化学や生物工学の

課題を発見し、問題解決に活用することができる。 

D.教養：豊かな教養を持ち、正しい倫理観を身につけ、技術が社会や自然環境に及ぼす影

響に配慮できる。 

E.コミュニケーション能力：自分の考えを論理的に他人に伝達できるとともに、英語によ

るコミュニケーションの基礎を身につけている。 

F.社会性：キャリア教育や課外活動を通じて自主性、責任感、公共心を身につけている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/curriculumpolicy/ 

（概要） 

卒業認定の方針に掲げる知識・技術を修得させるために、各専門学科の方針に基づきカ

リキュラムを編成し、教育を実施します。 

（カリキュラム編成の方針） 

・技術者として必要な幅広い教養と倫理観を身につけるため、一般科目として、国語、社

会、数学、理科、保健体育、芸術、外国語などの科目を配置する。 

・化学技術者、バイオ技術者として必要な専門知識や技術を身につけるための講義科目（有

機化学、無機化学、分析化学、物理化学、化学工学、生物化学、微生物工学など）および

実験科目（応用化学実験、生物工学実験など）を配置する。 

・低学年から高学年に進むにつれて、基礎的な知識から専門的かつ高度な知識や技術を身

につけることができるよう、一般科目と専門科目をバランスよく配置する。 

・より専門性の高い応用化学、生物工学の知識や技術を身につけるために、第４学年から

コース制を導入する。 

・創造力、問題解決能力を育むため、グループ科学実験、創造化学実験、卒業研究などの

実験・実習科目を配置する。 

・論理的思考力、コミュニケーション力などの汎用的能力を身につけるため、プレゼンテ

ーション技法、卒業研究などの科目を配置する。 

・国際的なコミュニケーション能力を身につけるため、英語科目を各学年に配置する。 

・広く実社会における体験活動を行い、自主性、責任感、公共心を身につけ、幅広い職業



  

観を持つことができるよう、学外研修やインターンシップなどを取り入れる。 

（実施の方針）※全学科共通 

・１単位当たりの授業時間数は、90 分×15 回を標準とする。 

・多様な授業形態や自学自習の教育効果を考慮し、自学自習を含めて１単位当たり 45 時間

の学修を必要とする「学修単位科目」を、第４学年及び第５学年の主要科目に配置する。 

・各授業科目の到達目標、授業概要、成績評価方法をシラバスに明示し周知する。 

・成績評価は、シラバスに明示した評価方法に基づき厳格に行う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/entrance/junior-high-school-2/ 

（概要） 

本校の教育の基本方針は、「学びと体験を通じて、未来を切り拓く知恵と行動力を持っ

た信頼される技術者を育てる。」です。この教育方針に基づいた教育目標を以下のように

定めています。 

１） 体験教育を通して、自主性、責任感及び自己学習能力を養う。 

２） 課題発見と問題解決のための確かな知識、豊かな感性及び実践力を養う。 

３） 豊かな教養と技術者としての倫理観を養い、社会に貢献できる広い視野を育む。 

本校において、これらの教育目標を達成することができる資質を有している学生の選抜

を目的とし、推薦による選抜、学力による選抜及び帰国子女特別選抜を行います。 

推薦選抜においては、在籍中学校長が責任を持って推薦でき、本校の教育を受けるのに必

要な素養と基礎学力を有している人を選抜するため、推薦書、調査書及び自己申告書を評

価するとともに、目的意識・学習意欲・適性などに関する面接と口頭試問を行い、その結

果を総合的に評価します。 

学力選抜においては、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有している人を

選抜するため、調査書を評価するとともに、学力検査を行い、その結果を総合的に評価し

ます。 

帰国子女特別選抜においては、豊かな海外経験を持ち、本校の教育を受けるのに必要な

素養、基礎学力及び日本語能力を有している人を選抜するため、調査書を評価するととも

に、学力検査、作文による検査及び面接を実施し、その結果を総合的に評価します。 

具体的には、次のような学生を求めています。 

・数学や理科が好きで、将来技術者になりたいと考えている人 

・物を作ったり、実験したりすることが好きな人 

・中学校の学習内容を身につけている人 

・目標の実現に向かって絶えず工夫し、着実に努力できる人 

・ルールや約束を守ることができ、協調性や思いやりのある人 

さらに、生物応用化学科では次のような学生を求めています。 

・化学反応や物質の性質など化学の分野に興味がある人 

・微生物、細胞、培養などのバイオテクノロジーの分野に興味がある人 

・実験が好きで、自ら進んで新しいことにチャレンジしたい人 

 
学部等名 環境材料工学科 

教育研究上の目的（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 
http://www.off.niihama-nct.ac.jp/shomu-a/kisoku-html/gakusoku.pdf 
http://www.niihama-nct.ac.jp/public/kyouikujohotop/kyouikujoho1 

（概要） 

本校の目的 （学則第１条） 

本校は、教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教

授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

本科における教育上の目的 （学則第７条の３） 

循環型社会の大切さを学び、材料工学に関する基礎的な専門知識と技術を身につけ、環境

保全に対応した「ものづくり」ができる技術者を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/diplomapolicy/ 



  

（概要） 

新居浜高専は、学則に掲げた教育上の目的を達成するため、所定の在学期間において、

所属学科の定める工学基礎知識、専門知識、問題解決能力、教養、コミュニケーション能

力、社会性を身につけ、所定の単位を修得した学生に卒業を認定します。 

A.工学基礎知識：材料工学の知識を学ぶために必要な数学、自然科学などの基礎知識を身

につけている。 

B.専門知識：環境との調和を考慮した材料に関する専門知識と技術を身につけている。 

C.問題解決能力：専門知識を活用し、問題解決に向けて自主的に考えることのできる実践

的な応用能力を身につけている。 

D.教養：豊かな教養を持ち、正しい倫理観を身につけ、技術が社会や自然環境に及ぼす影

響に配慮できる。 

E.コミュニケーション能力：自分の考えを論理的に他人に伝達できるとともに、英語によ

るコミュニケーションの基礎を身につけている。 

F.社会性：キャリア教育や課外活動を通じて自主性、責任感、公共心を身につけている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/curriculumpolicy/ 

（概要） 

卒業認定の方針に掲げる知識・技術を修得させるために、各専門学科の方針に基づきカ

リキュラムを編成し、教育を実施します。 

（カリキュラム編成の方針） 

・技術者として必要な幅広い教養と倫理観を身につけるため、一般科目として、国語、社

会、数学、理科、保健体育、芸術、外国語などの科目を配置する。 

・材料技術者として必要な専門知識や技術を身につけるため、専門科目として、金属材料、

無機材料、有機材料に関連する科目を配置する。 

・低学年から高学年に進むにつれて、基礎的な知識から専門的かつ高度な知識や技術を身

につけることができるよう、一般科目と専門科目をバランスよく配置する。 

・創造力、問題解決能力を育むため、製図、総合設計実習、材料創成デザイン演習などの

実験・実習科目を配置する。 

・論理的思考力、コミュニケーション力などの汎用的能力を身につけるため、工学基礎研

究、卒業研究などの科目を配置する。 

・国際的なコミュニケーション能力を身につけるため、英語科目を各学年に配置する。 

・広く実社会における体験活動を行い、自主性、責任感、公共心を身につけ、幅広い職業

観を持つことができるよう、学外研修やインターンシップなどを取り入れる。 

（実施の方針）※全学科共通 

・１単位当たりの授業時間数は、90 分×15 回を標準とする。 

・多様な授業形態や自学自習の教育効果を考慮し、自学自習を含めて１単位当たり 45 時間

の学修を必要とする「学修単位科目」を、第４学年及び第５学年の主要科目に配置する。 

・各授業科目の到達目標、授業概要、成績評価方法をシラバスに明示し周知する。 

・成績評価は、シラバスに明示した評価方法に基づき厳格に行う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/entrance/junior-high-school-2/ 

（概要） 

本校の教育の基本方針は、「学びと体験を通じて、未来を切り拓く知恵と行動力を持っ

た信頼される技術者を育てる。」です。この教育方針に基づいた教育目標を以下のように

定めています。 

１） 体験教育を通して、自主性、責任感及び自己学習能力を養う。 

２） 課題発見と問題解決のための確かな知識、豊かな感性及び実践力を養う。 

３） 豊かな教養と技術者としての倫理観を養い、社会に貢献できる広い視野を育む。 

本校において、これらの教育目標を達成することができる資質を有している学生の選抜

を目的とし、推薦による選抜、学力による選抜及び帰国子女特別選抜を行います。 

推薦選抜においては、在籍中学校長が責任を持って推薦でき、本校の教育を受けるのに必

要な素養と基礎学力を有している人を選抜するため、推薦書、調査書及び自己申告書を評

価するとともに、目的意識・学習意欲・適性などに関する面接と口頭試問を行い、その結



  

果を総合的に評価します。 

学力選抜においては、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有している人を

選抜するため、調査書を評価するとともに、学力検査を行い、その結果を総合的に評価し

ます。 

帰国子女特別選抜においては、豊かな海外経験を持ち、本校の教育を受けるのに必要な

素養、基礎学力及び日本語能力を有している人を選抜するため、調査書を評価するととも

に、学力検査、作文による検査及び面接を実施し、その結果を総合的に評価します。 

具体的には、次のような学生を求めています。 

・数学や理科が好きで、将来技術者になりたいと考えている人 

・物を作ったり、実験したりすることが好きな人 

・中学校の学習内容を身につけている人 

・目標の実現に向かって絶えず工夫し、着実に努力できる人 

・ルールや約束を守ることができ、協調性や思いやりのある人 

さらに、環境材料工学科では次のような学生を求めています。 

・材料と地球環境との関係に関心がある人 

・優れた性能を持った新しい材料をつくりたい人 

・新しいことにチャレンジするバイタリティーがある人 

 
学部等名 生産工学専攻 

教育研究上の目的（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 
http://www.off.niihama-nct.ac.jp/shomu-a/kisoku-html/gakusoku.pdf 
http://www.niihama-nct.ac.jp/public/kyouikujohotop/kyouikujoho1/ 

（概要） 

本校の目的 （学則第１条） 

本校は、教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教

授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

本科における教育上の目的 （学則第３９条の２） 

高等専門学校の課程における機械・材料系学科の５年間の教育を基礎として、その上に

高度な技術社会に対応できる幅広い専門的知識を有し、国際的に活躍できる技術者を育成

することを目的とする。 

（機械工学コース） 

基礎知識を有機的に組合せ、ICT 技術を活用する能力を持ち、広範な工業分野のニーズ

に対応できるアイデアを生み出す能力を持つ技術者を育成することを目的とする。 

（環境材料工学コース） 

環境問題や循環型社会に配慮しつつ、材料工学に関する専門知識と技術を有し、ものづ

くりに応用できる技術者を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/diplomapolicy-s/ 

（概要） 

新居浜高専専攻科は、学則に掲げた専攻科の目的を達成するため、所定の在学期間にお

いて、以下に定める工学基礎知識、専門知識、問題解決能力、教養、コミュニケーション

能力を身につけ、所定の単位を修得した学生に修了を認定します． 

A．工学基礎知識：数学、自然科学、情報技術の知識を修得し、それらを専門分野の理解に

応用できる。 

B．専門知識：専門分野の知識・技術を修得し、それらを応用する能力を身につけている。 

C．問題解決能力：専門分野の知識を活用して、課題発見と問題解決に向けて自主的に考え、

他者と協働して計画を立案・実行できる。 

D．教養：豊かな教養と正しい倫理観を持ち、技術が社会や自然環境に及ぼす影響に配慮で

きる多面的思考力を身につけ、技術者としての責任を自覚できる。 

E．コミュニケーション能力：日本語による論理的な文章表現力・プレゼンテーション力及

び国際的なコミュニケーションを円滑に行うための基礎となる英語理解力・表現力を身に

つけている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 



  

http://www.niihama-nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/curriculum-s/ 

（概要） 

専攻科修了認定の方針に掲げる知識・技術を修得させるために、以下の方針に基づきカ

リキュラムを編成し、教育を実施します。 

（カリキュラム編成の方針） 

・豊かな人間性と社会や環境に配慮できる倫理観を養うために、人文・社会系科目を配

置する。 

・創造的な技術開発能力と総合的な判断能力を培うために、各専攻に係る主分野の専門

的な学識を体系的に、かつ幅広く履修できるように専門科目を配置する。 

・実践的技術者として要求される問題解決能力と自己学習能力を育むために、特別研究

などの科目を配置する。 

・日本語による文章表現力とプレゼンテーション能力を身につけるための科目を配置す

る。 

・国際的なコミュニケーション能力を磨くために、各学年に英語科目を配置する。 

（実施の方針） 

・各授業科目の単位数は 45 単位時間で構成され、当該授業による教育効果や授業時間外

に必要な学修などを考慮して、次の基準により計算する。 

1）講義については、15 単位時間の授業をもって 1単位とする。 

2）演習については、30 単位時間の授業をもって 1単位とする。 

3）実験及び実習については、45 単位時間の授業をもって 1単位とする。 

・各授業科目の到達目標、授業概要、成績評価方法をシラバスに明示して周知する。 

・成績評価は、シラバスに明示した評価方法に基づき厳格に行う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/entrance/major-admi/ 

（概要） 

本校の教育の基本方針は、「学びと体験を通じて、未来を切り拓く知恵と行動力を持っ

た信頼される技術者を育てる。」です。専攻科では、この教育方針に基づいた教育目標を

以下のように定めています。 

1）体験教育を通して、自主性、責任感及び自己学習能力を養う。 

2）課題発見と問題解決のための確かな知識、豊かな感性及び実践力を養う。 

3）豊かな教養と技術者としての倫理観を養い、社会に貢献できる広い視野を育む。 

4）リーダーとして信頼される資質・能力を高め、国際的なコミュニケーション能力を伸長

する。 

5）創造的な技術開発能力と総合的な判断能力を養う。 

これらの教育目標を達成することができる資質を有している学生を入学させることを入

学者選抜の基本方針としています．基礎学力を確認するために、推薦選抜及び社会人特別

選抜では面接検査における簡単な筆答試験、学力選抜では専門の学力検査を実施していま

す。また、専攻科への適性と意欲をみるために、いずれの選抜においても面接検査を実施

しています。 

具体的には、次のような学生を求めています。 

・専門性、社会性、国際性に秀でた実践的、創造的な技術者を目指す人 

・専門とする技術分野の基礎学力を持っている人 

・特定の専門分野だけでなく、幅広く工学全般に興味を持っている人 

・自ら進んで勉学に取り組み、向上し続けようとする意欲を持っている人 

・広く社会に貢献する熱意を持っている人 

 
学部等名 生物応用化学専攻 

教育研究上の目的（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 
http://www.off.niihama-nct.ac.jp/shomu-a/kisoku-html/gakusoku.pdf 

http://www.niihama-nct.ac.jp/public/kyouikujohotop/kyouikujoho1/ 



  

（概要） 

本校の目的 （学則第１条） 

本校は、教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教

授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

本科における教育上の目的 （学則第３９条の２） 

高等専門学校の課程における化学・生物系学科の５年間の教育を基礎として、その上に化

学および生物工学を中心とした深い知識と社会環境を考えながら主体的に活動できる能力

を持ち、国際的に活躍できる技術者を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/diplomapolicy-s/ 

（概要） 

新居浜高専専攻科は、学則に掲げた専攻科の目的を達成するため、所定の在学期間にお

いて、以下に定める工学基礎知識、専門知識、問題解決能力、教養、コミュニケーション

能力を身につけ、所定の単位を修得した学生に修了を認定します． 

A．工学基礎知識：数学、自然科学、情報技術の知識を修得し、それらを専門分野の理解に

応用できる。 

B．専門知識：専門分野の知識・技術を修得し、それらを応用する能力を身につけている。 

C．問題解決能力：専門分野の知識を活用して、課題発見と問題解決に向けて自主的に考え、

他者と協働して計画を立案・実行できる。 

D．教養：豊かな教養と正しい倫理観を持ち、技術が社会や自然環境に及ぼす影響に配慮で

きる多面的思考力を身につけ、技術者としての責任を自覚できる。 

E．コミュニケーション能力：日本語による論理的な文章表現力・プレゼンテーション力及

び国際的なコミュニケーションを円滑に行うための基礎となる英語理解力・表現力を身に

つけている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/curriculum-s/ 

（概要） 

専攻科修了認定の方針に掲げる知識・技術を修得させるために、以下の方針に基づきカ

リキュラムを編成し、教育を実施します。 

（カリキュラム編成の方針） 

・豊かな人間性と社会や環境に配慮できる倫理観を養うために、人文・社会系科目を配

置する。 

・創造的な技術開発能力と総合的な判断能力を培うために、各専攻に係る主分野の専門

的な学識を体系的に、かつ幅広く履修できるように専門科目を配置する。 

・実践的技術者として要求される問題解決能力と自己学習能力を育むために、特別研究

などの科目を配置する。 

・日本語による文章表現力とプレゼンテーション能力を身につけるための科目を配置す

る。 

・国際的なコミュニケーション能力を磨くために、各学年に英語科目を配置する。 

（実施の方針） 

・各授業科目の単位数は 45 単位時間で構成され、当該授業による教育効果や授業時間外

に必要な学修などを考慮して、次の基準により計算する。 

1）講義については、15 単位時間の授業をもって 1単位とする。 

2）演習については、30 単位時間の授業をもって 1単位とする。 

3）実験及び実習については、45 単位時間の授業をもって 1単位とする。 

・各授業科目の到達目標、授業概要、成績評価方法をシラバスに明示して周知する。 

・成績評価は、シラバスに明示した評価方法に基づき厳格に行う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/entrance/major-admi/ 



  

（概要） 

本校の教育の基本方針は、「学びと体験を通じて、未来を切り拓く知恵と行動力を持っ

た信頼される技術者を育てる。」です。専攻科では、この教育方針に基づいた教育目標を

以下のように定めています。 

1）体験教育を通して、自主性、責任感及び自己学習能力を養う。 

2）課題発見と問題解決のための確かな知識、豊かな感性及び実践力を養う。 

3）豊かな教養と技術者としての倫理観を養い、社会に貢献できる広い視野を育む。 

4）リーダーとして信頼される資質・能力を高め、国際的なコミュニケーション能力を伸長

する。 

5）創造的な技術開発能力と総合的な判断能力を養う。 

これらの教育目標を達成することができる資質を有している学生を入学させることを入

学者選抜の基本方針としています．基礎学力を確認するために、推薦選抜及び社会人特別

選抜では面接検査における簡単な筆答試験、学力選抜では専門の学力検査を実施していま

す。また、専攻科への適性と意欲をみるために、いずれの選抜においても面接検査を実施

しています。 

具体的には、次のような学生を求めています。 

・専門性、社会性、国際性に秀でた実践的、創造的な技術者を目指す人 

・専門とする技術分野の基礎学力を持っている人 

・特定の専門分野だけでなく、幅広く工学全般に興味を持っている人 

・自ら進んで勉学に取り組み、向上し続けようとする意欲を持っている人 

・広く社会に貢献する熱意を持っている人 

 
学部等名 電子工学専攻 

教育研究上の目的（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.off.niihama-nct.ac.jp/shomu-a/kisoku-html/gakusoku.pdf 

http://www.niihama-nct.ac.jp/public/kyouikujohotop/kyouikujoho1/ 

（概要） 

本校の目的 （学則第１条） 

本校は、教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教

授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

本科における教育上の目的 （学則第３９条の２） 

高等専門学校の課程における電気・電子・情報系学科の５年間の教育を基礎として、その

上に電子機器や制御機器の設計開発に不可欠な幅広い専門知識・技術とそれを応用する能

力を有し、国際的に活躍できる技術者を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/diplomapolicy-s/ 

（概要） 

新居浜高専専攻科は、学則に掲げた専攻科の目的を達成するため、所定の在学期間にお

いて、以下に定める工学基礎知識、専門知識、問題解決能力、教養、コミュニケーション

能力を身につけ、所定の単位を修得した学生に修了を認定します． 

A．工学基礎知識：数学、自然科学、情報技術の知識を修得し、それらを専門分野の理解に

応用できる。 

B．専門知識：専門分野の知識・技術を修得し、それらを応用する能力を身につけている。 

C．問題解決能力：専門分野の知識を活用して、課題発見と問題解決に向けて自主的に考え、

他者と協働して計画を立案・実行できる。 

D．教養：豊かな教養と正しい倫理観を持ち、技術が社会や自然環境に及ぼす影響に配慮で

きる多面的思考力を身につけ、技術者としての責任を自覚できる。 

E．コミュニケーション能力：日本語による論理的な文章表現力・プレゼンテーション力及

び国際的なコミュニケーションを円滑に行うための基礎となる英語理解力・表現力を身に

つけている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/guide/mokutekirinen/curriculum-s/ 



  

（概要） 

概要） 

専攻科修了認定の方針に掲げる知識・技術を修得させるために、以下の方針に基づきカ

リキュラムを編成し、教育を実施します。 

（カリキュラム編成の方針） 

・豊かな人間性と社会や環境に配慮できる倫理観を養うために、人文・社会系科目を配

置する。 

・創造的な技術開発能力と総合的な判断能力を培うために、各専攻に係る主分野の専門

的な学識を体系的に、かつ幅広く履修できるように専門科目を配置する。 

・実践的技術者として要求される問題解決能力と自己学習能力を育むために、特別研究

などの科目を配置する。 

・日本語による文章表現力とプレゼンテーション能力を身につけるための科目を配置す

る。 

・国際的なコミュニケーション能力を磨くために、各学年に英語科目を配置する。 

（実施の方針） 

・各授業科目の単位数は 45 単位時間で構成され、当該授業による教育効果や授業時間外

に必要な学修などを考慮して、次の基準により計算する。 

1）講義については、15 単位時間の授業をもって 1単位とする。 

2）演習については、30 単位時間の授業をもって 1単位とする。 

3）実験及び実習については、45 単位時間の授業をもって 1単位とする。 

・各授業科目の到達目標、授業概要、成績評価方法をシラバスに明示して周知する。 

・成績評価は、シラバスに明示した評価方法に基づき厳格に行う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学校ＨＰにて公表している。） 

http://www.niihama-nct.ac.jp/entrance/major-admi/ 

（概要） 

本校の教育の基本方針は、「学びと体験を通じて、未来を切り拓く知恵と行動力を持っ

た信頼される技術者を育てる。」です。専攻科では、この教育方針に基づいた教育目標を

以下のように定めています。 

1）体験教育を通して、自主性、責任感及び自己学習能力を養う。 

2）課題発見と問題解決のための確かな知識、豊かな感性及び実践力を養う。 

3）豊かな教養と技術者としての倫理観を養い、社会に貢献できる広い視野を育む。 

4）リーダーとして信頼される資質・能力を高め、国際的なコミュニケーション能力を伸長

する。 

5）創造的な技術開発能力と総合的な判断能力を養う。 

これらの教育目標を達成することができる資質を有している学生を入学させることを入

学者選抜の基本方針としています．基礎学力を確認するために、推薦選抜及び社会人特別

選抜では面接検査における簡単な筆答試験、学力選抜では専門の学力検査を実施していま

す。また、専攻科への適性と意欲をみるために、いずれの選抜においても面接検査を実施

しています。 

具体的には、次のような学生を求めています。 

・専門性、社会性、国際性に秀でた実践的、創造的な技術者を目指す人 

・専門とする技術分野の基礎学力を持っている人 

・特定の専門分野だけでなく、幅広く工学全般に興味を持っている人 

・自ら進んで勉学に取り組み、向上し続けようとする意欲を持っている人 

・広く社会に貢献する熱意を持っている人 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：学校ＨＰにて公表している。 

http://www.niihama-nct.ac.jp/introduction/ 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人 

機械工学科 － 2 人 4 人 0 人 2 人 1 人 9 人 

電気情報工学科 － 4 人 4 人 0 人 3 人 0 人 11 人 

電子制御工学科 － 4 人 4 人 1 人 0 人 0 人 9 人 

生物応用化学科 － 4 人 6 人 0 人 1 人 1 人 12 人 

環境材料工学科 － 5 人 3 人 1 人 1 人 0 人 10 人 

数理科 － 4 人 5 人 3 人 0 人 0 人 12 人 

一般教養科 － 5 人 7 人 1 人 0 人 1 人 14 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 35 人 35 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公 表 方 法 ： https://research.kosen-k.go.jp/researcher-

list/?page=1&limit=30&affiliationId=6680000000 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 

 

収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 

 

編入学 

定員 

編入学 

者数 

機械工学科 40 人 42 人 105.0％ 200 人 209 人 104.5％ 若干名 4 人 

電気情報工学科 40 人 42 人 105.0％ 200 人 217 人 108.5％ 若干名 4 人 

電子制御工学科 40 人 40 人 100.0％ 200 人 207 人 103.5％ 若干名 1 人 

生物応用化学科 40 人 42 人 105.0％ 200 人 212 人 106.0％ 若干名 3 人 

環境材料工学科 40 人 42 人 105.0％ 200 人 212 人 106.0％ 若干名 1 人 

合計 200 人 208 人 105.0％ 1、000 人 1057 人 105.7％ 若干名 13 人 

生産工学専攻 8 人 6 人 75.0％ 16 人 15 人 93.8％ なし 0 人 
生物応用化学専

攻 4 人 8 人 200.0％ 8 人 11 人 137.5％ なし 0 人 

電子工学専攻 8 人 10 人 125.0％ 16 人 18 人 121.1％ なし 0 人 

合計 20 人 24 人 120.0％ 40 人 44 人 110.0％ なし 0 人 

（備考）令和２年５月１日現在 

 
 

 

 



  

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

機械工学科 
40 人 

（100％） 

6 人 

（15％） 

34 人 

（85％） 

0 人 

（0％） 

電気情報工学科 
42 人 

（100％） 

17 人 

（40.5％） 

24 人 

（57.1％） 

1 人 

（2.4％） 

電子制御工学科 
32 人 

（100％） 

10 人 

（31.3％） 

22 人 

（68.7％） 

0 人 

（0％） 

生物応用化学科 
42 人 

（100％） 

12 人 

（28.6％） 

30 人 

（71.4％） 

0 人 

（0％） 

環境材料工学科 
30 人 

（100％） 

6 人 

（20％） 

24 人 

（80％） 

0 人 

（0％） 

生産工学専攻 
6 人 

（100％） 

2 人 

（33.3％） 

4 人 

（66.7％） 

0 人 

（0％） 

生物応用化学専攻 
8 人 

（100％） 

4 人 

（50％） 

4 人 

（50％） 

0 人 

（0％） 

電子工学専攻 
15 人 

（100％） 

5 人 

（33.3％） 

10 人 

（66.7％） 

0 人 

（0％） 

合計 
215 人 

（100％） 

62 人 

（28.8％） 

152 人 

（70.7％） 

1 人 

（0.5％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業計画書（シラバス）作成にあたっては、授業担当者及び関係分野の教員を中心に見

直し・改善、作成を行い、学科におけるシラバス検討委員会での審議を経て、年度末まで

に授業内容・授業計画を確定している。 

シラバスの公表は、次年度 4月 1日に行っている。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

成績評価 



  

各学生の学修成果に基づき、「本校学業成績評価等に関する規程」における成績評価等

の方法により、厳格かつ適正に単位認定を行っている。 

・成績は、授業科目ごとに定期試験の成績その他を総合して 100 点法で評価する。 

・学年成績は、学期成績を総合して評価する。 

・学年成績は、優・良・可・不可とし、次の区分による。 

優 80 点以上 

良 65 点以上 80 点未満 

可 60 点以上 65 点未満 

不可 60 点未満 

卒業の条件 

修得単位数は、167単位以上とし、そのうち一般科目は75単位以上、専門科目は82単位

以上であること。 

第１学年から第３学年に開設された専門基礎科目、当該学年に開設された必修科目を

修得し、かつ学科毎に定められた当該学年における修得上の条件を充足していること。 

専攻科の成績の評価 

各学生の学修成果に基づき、「本校専攻科の授業科目の履修等に関する規程」におけ

る成績の評価等の方法により、厳格かつ適正に単位認定を行っている。 

・成績は、授業科目ごとに規定する試験の成績その他を総合して100点法で評価する。 

・成績の評価は、次の区分によるものとする。 

Ａ 80点以上 

Ｂ 70点以上80点未満 

Ｃ 60点以上70点未満 

Ｄ 60 点未満 

専攻科の修了要件 

専攻科に２年以上在学し、当該専攻で開設されている所定の必修科目の単位数を含む 62

単位以上修得すること。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 

機械工学科 

１６７単位 

  

電気情報工学科   

電子制御工学科   

生物応用化学科   

環境材料工学科   

 

生産工学専攻 
(機械工学コース) 

６２単位 

  

生産工学専攻 
(環境材料工学コー

ス) 
  

生物応用化学専攻   

電子工学専攻   

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：学校ＨＰにて公表している。 

http://www.niihama-nct.ac.jp/public/kyouikujohotop/kyouikujoho7/ 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 
学科名 授業料 入学金 その他 備考（任意記載事項） 



  

（年間） 

全学科共通 234,600 円 84,600 円 
約 180,000 円 

～195,000 円 

ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ共済掛金 1,550 円 

後援会入会金 10,000 円(入学時のみ) 

後援会費 15,000 円 

学生会入会金 2,000 円(入学時のみ) 

学生会費 7,000 円 

学園祭費 2,000 円 

課外活動援助費 15,000 円(入学時のみ) 

教科書代約 60,000 円 

制服費約 65,000 円 

 

入寮の場合 

寄宿料 8,400 円～9,600 円 

寮生会費 5,000 円 

 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

日本学生支援機構をはじめとする奨学制度や、入学料免除及び授業料免除等の各種制度を

利用し、修学に係る支援を行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

毎年３月初旬に本科４年生及び専攻科１年生を対象とした企業説明会を、本校において実

施している。なお、新居浜高専技術振興協力会（愛テクフォーラム）の会員企業を対象とし

た個別の企業懇談会も実施している。また、授業科目にインターンシップも組み込んで支援

を図っている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の心身の健康等に係る支援を強化すべく、教職員の教育活動が安全かつ適切に実施さ

れるための支援を行うことを目的として、平成２９年度に保健管理センターを開設してい

る。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法： 

http://www.niihama-nct.ac.jp/public/kyouikujohotop/ 

 

  



  

（別紙） 
 
※この別紙は、更新確認申請の場合に提出すること。 
 
※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10 人以下の

場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が 0 人の場合には、「0 人」と

記載すること。 
 

学校名  

設置者名  

 

 

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数 

 
 

 前半期 後半期 年間 

支援対象者（家計急変

による者を除く） 
人 人 人 

内 

訳 

第Ⅰ区分 人 人  

第Ⅱ区分 人 人  

第Ⅲ区分 人 人  

家計急変による 

支援対象者（年間） 
  人 

合計（年間）   人 

（備考） 

 

 

 

※本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学

の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、

第３号に掲げる区分をいう。 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨

学生認定の取消しを受けた者の数 

 

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け

たことにより認定の取消しを受けた者の数 

 

年間 人 

 

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当し

たことにより認定の取消しを受けた者の数 
 



  

 

 

右以外の大学等 

短期大学（修業年限が２年のものに

限り、認定専攻科を含む。）、高等

専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下の

ものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修業年限で卒業又は修了 

できないことが確定 
人 人 人 

修得単位数が標準単位数

の５割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の５割以下） 

人 人 人 

出席率が５割以下その他 

学修意欲が著しく低い状況 
人 人 人 

「警告」の区分に 

連続して該当 
人 人 人 

計 人 人 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、

当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な

い事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数 

右以外の大学等 
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を

含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専

門学校（修業年限が２年以下のものに限る。） 

年間 人 前半期 人 後半期 人 

 

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）

の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数 

 
 

退学 人 

３月以上の停学 人 

年間計 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 



  

 

 

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給

付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数 

 

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより

認定の効力の停止を受けた者の数 
 

３月未満の停学 人 

訓告 人 

年間計 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学

等 

短期大学（修業年限が２年のもの

に限り、認定専攻科を含む。）、

高等専門学校（認定専攻科を含

む。）及び専門学校（修業年限が

２年以下のものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修得単位数が標準単位数

の６割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の６割以下） 

人 人 人 

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 人 人 

出席率が８割以下その他 

学修意欲が低い状況 
人 人 人 

計 人 人 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 


